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1　事業の概要

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

１

合計 1.00 1,479 1,344 8,242

教育課題対応支援事業
教科用図書研究調査、環境教育の推進、外国籍等児童
生徒指導研修会の開催、教育研究団体への助成等を
行った。

1.00 1,479 1,344 8,242

No
プロジェクト

細事業名 29年度　実施内容（実績）
職員数 29年度 30年度

No （人） （当初） （決算） （当初）

成果指標
設定理由

教育現場での様々な課題に対応するためには、研修機関における継続した専門的研修等により教職員の指導力を向上させ
ることが必要であるが、その参加に要する時間確保の難しさ等が課題であった。さらに、教職員の指導力向上には各学校に
おける同僚性の発揮という観点が重要であることから、校内研修を活性化させること等を推進する取組とし、その実施割合を
成果目標に設定した。

目標に対する

成果の状況
校内外で実践的な研修を行っている学校の割合は平成27年度から着実に増加してきているものの、目標達成には至らなかっ
た。

今後、事業を
どのようにし
ていきたいか

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

教育課題は多様化しており、教職員に対する継続した研修や
教育研究団体への助成等を行う必要がある。また、生涯にわ
たる人格形成の基礎を確立するにあたり重要とされている非
認知的能力の育成を含め、すべての就学前児童が質の高い
幼児教育を受けられるための体制整備や、公立幼稚園等の
新規採用教員に対する研修を充実する必要がある。道徳教
育については、引き続き、各学校に対する支援及び充実に資
する取組を推進していく必要がある。

多様化する教育課題に対応するため、教職員研修事業等を
通じ、引き続き教職員に対する継続的な研修を行うとともに、
教育研究団体への助成等を行っていく。また、すべての就学
前児童が質の高い幼児教育を受ける体制を整備するプラット
フォームとして、「信州幼児教育支援センター（仮）」の設置に
向けた調査・研究を行うとともに、幼児教育等新規採用教員研
修等を実施する。道徳教育については、「共育」クローバープ
ランの推進を継続するとともに、「特別の教科　道徳」アシスト
ブックを活用した授業づくりの支援を行っていく。

9,446

1.00 2.00

人件費単価 8,276 7,914 8,102 8,102

24,446

 概算人件費 （Ｃ） 8,276 7,914 8,102 16,204

 概算事業費（B（A）+C） 10,288

 決　　算　　額（B） 2,012 1,070 1,344

概　算
人　件

費

 職員数（人） 1.00 1.00

8,984

　その他 0 0 0 2,328

5,914

　県　債

90.0%

Aの
財源

　一般財源 2,412 1,098 1,479

　国庫支出金

1,098 1,479 8,242
①

校内外で実践的な研修を
行っている学校の割合

84.9% 85.3%

当初予算 2,412 1,098 1,479 8,242 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 27年度 28年度

29年度

目指す姿

○教育現場での様々な課題に対応するため、研修会等の継続開催により教職員の指導力を高め、児童生徒一人一人に応じ
たきめ細やかな指導を行い、豊かな人間性･社会性を育む。

（主な実施内容：教科用図書研究調査、環境教育・外国籍児童に携わる教員研修、教育研究団体への助成など）

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 27年度 28年度 29年度 30年度 指標及びその達成状況

予
算
額

前年度繰越

補正予算
88.6% 未達成

合計（A) 2,412

事　業　名 教育課題対応支援事業費
部局 教育委員会事務局 課・室 教学指導課

実施期間 不明 E-mail

事業番号 15 05 01 事業改善シート （29年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

現状
(予算編成時)

○教育課題は多様化しており、教育の推進には教職員に対する継続した研修や教育研究団
体への助成等が必要である。
　とりわけ、次の事業については継続した教員研修、助成等の対応が必要である。
　環境教育指導力向上に向けた研修　　外国籍児童生徒の指導に携わる教員等を対象にし
た研修
　学校環境美化や豊かな情操教育のための事業　　教科用図書の採択の適正な実施にかか
る事業

29年度
決算額

1,344 千円

職員数 1.00 人

kyogaku@pref.nagano.lg.jp

しあわせ信州創造プラン（総合５か年計画）

プロジェクト

施策の
総合的展開

７－１　子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実　　２　信州に根差し世界に通じる人材の育成

1/2



2/2

事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表

15 05 01

27年度 28年度

教育課題対応支援事業 教科用図書研究調査費
直
接

・教科用図書選定審議会の設置
・教科用図書の研究調査、教科書展示会の開催

・年３回の審議会を開催し、「特別の教科　道徳」の
小学校用教科書及び特別支援学校・学級用において使
用する一般図書の採択に必要な選定資料の審議等を
行った。

計画通り
○

1,343 401 660 660 0 525 7-1.2 15-05-01

教育課題対応支援事業 環境教育推進事業
直
接

・文部科学省主催の環境学習フェア等への教職員の派
遣

・文部科学省が主催する環境学習フェアは実施されな
かったものの、各学校に対し、環境関連の各種研修会
への積極的な参加を促した。環境教育の指導者養成の
機会を確保した。

計画通り
○

175 175 175 175 0 175 7-1.2 15-05-01

教育課題対応支援事業 外国籍等児童生徒指導研修事業
直
接

・外国籍等児童生徒指導研修会（４地区×２回）

・県内４地区で春と秋に１回ずつ研修会を行い、合計
で194名の参加があった。
・研修会では、外国籍児童に対する日本語指導につい
て、具体的な討議を行った。

計画通り
○

144 144 144 144 0 144 7-1.2 15-05-01

教育課題対応支援事業 教育研究団体助成事業
負
担
金

・フラワー･ブラボー･コンクール(FBC)負担金
・北信越地区学校図書館研究大会負担金

・県内の78校の小中学校の参加を経て、フラワー・ブ
ラボー・コンクール(FBC)を実施した。
・平成29年11月10日、11日に北信越地区学校図書館研
究大会を長野市内小中学校、ホクト文化ホール等を会
場として開催した。延べ692名が参加した。

計画通り
○

750 378 500 500 0 500 7-1.2 15-05-01

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

2,412 1,098 1,479 1,479 0 1,344 0

29年度
実施
状況

29年度

事業番号
事　業　名 教育課題対応支援事業費 部局 教育委員会事務局 課・室

決算
(千円)

番　号

教学指導課
□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

細事業
No

細事業名 項目

実
施
方
法

29年度　実施内容（予定） 29年度　実施内容（実績）

総合5か年計画 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 県民協働事業改善
備　考
(H28事業
番号)当初

(千円)
当初
(千円)

要求
(千円)

当初
(千円)

補正
(千円)

施策の
総合的
展開

予算
(千円)

実施
年度

主な点検
区分結果

1

1

1

1

合　　　　計


